
取扱いは丁寧に
▪ 製品の取付け時や運搬時は丁寧に扱ってください。強い衝撃
や振動を与えると故障の原因となります。

防水対策について
▪ 屋外設置の場合、防水・防滴対策を十分に行い、配線や接続
部分に水分が侵入しないよう配慮してください。

LED点灯確認
▪ 取付け・施工後、電源を入れる前に必ず配線の正しい接続を
再確認してください。

▪ 配線を誤ると LEDが点灯しない、破損する恐れがあります。
無理な取付けの禁止
▪ ナットやボルトを過度に締めすぎないようにしてください。
▪ 強引な取付けや斜めに押し込むと製品の破損や LED不点灯の
原因となります。

定期的な点検とメンテナンス
▪ 施工後は定期的（推奨：年 1回程度）に点検を行い、配線の劣化・
LEDの点灯状況・接続部分の状態を確認してください。

感電注意
▪ 施工やメンテナンスを行う前に必ず電源を切ってください。
▪ 通電中に配線や接続部に触れると感電の恐れがあります。
配線作業の資格者制限
▪ 電気配線工事は必ず有資格者が行ってください。
▪ 資格を持たない方が配線作業をすると、感電や火災事故の原
因となります。

トランス（DC電源）の使用
▪ LEDチャンネル文字は必ず指定された 12Vまたは 24Vの専
用トランス（DC電源）を使用してください。

▪ 指定された専用トランス以外を絶対に使用しないでください。
▪ 誤ったトランスを使用すると、火災や製品の破損の危険があ
ります。

AC電源への接続禁止
▪ チャンネル文字をAC電源に直接接続しないでください。
▪ 製品をAC電源に直接接続すると、火災や感電、製品の破損
など重大な事故の恐れがあります。

▪ 必ず指定されたDC電源を介して接続してください。

このたびは、お買い上げいただき、まことにありがとうございます。
●ご使用の前に安全上のご注意と取扱説明をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
●施工には電気工事士の資格が必要です。必ず販売店･工事店にご依頼ください。
●本説明書は大切に保管してください。
●施工前に安全上のご注意と施工説明をよくお読みのうえ、正しく施工してください。
安全上のご注意 必ずお守りください。
警 告 この表示は｢取扱いを誤った場合、使用者が
死亡または重傷を負うことが想定される内容｣
を示します。
この表示は｢取扱いを誤った場合、使用者が
傷害を負うか物的損害の発生が想定される 注 意 内容｣を示します。
DPN-37893
LP01-37893-E
注 意
電気工事が必要な場合は、電気設備の技術基準に従って有資格者が行ってください。一般の方の工事は法律で禁止されてい
ます。
厳守
●照明器具には寿命があります。
　設置して8～10年経つと、外観に異常がなくても内部の劣化が進行しています。点検･交換してください。
　※使用条件は周囲温度30℃、1日10時間点灯、年間3000時間点灯。
　周囲温度が高い場合、点灯時間が長い場合は、寿命が短くなります。
●3年に1回は、工事店等の専門家による点検をお受けください。
　点検せずに長時間使い続けると、まれに、発煙、発火、感電等に至るおそれがあります。
禁止
周囲温度－5～35℃以外では使用しないでください。
火災の原因となります。
調光器との併用はできません。火災の原因となります。
調光機能が付いた壁スイッチの場合は、一般の入切用ス
イッチに交換が必要です。
警 告
厳守
厳守
煙･臭い等の異常を感じたら、すぐに電源を切ってくだ
さい。火災･感電の原因となります。異常がおさまった
ことを確認したのち、工事店、お買い上げの販売店、ま
たは弊社｢CSセンター｣にご相談ください。
器具本体表示または本説明書に従って施工してください。
施工に不備があると、火災･感電･落下の原因となります。
この器具は非防水です。湿気の多い場所や屋外で使用し
ないでください。火災･感電の原因となります。 水ぬれ禁止
禁止
分解禁止
器具に荷重をかけたり、布や紙等の可燃物で覆わないで
ください。器具の真下にストーブ等の温度の高くなるも
のを置かないでください。火災･感電･落下の原因となり
ます。
器具の改造、部品の変更は行わないでください。火災･
感電･落下等の原因となります。
この器具は天井取付専用(吊下式)です。指定場所以外に
は取付けないでください。 火災･落下の原因となります。

施工・取扱説明書

このマニュアルは LEDチャンネル文字の安全かつ確実な取り付けを目的としています。施工前に必ず全項目を確認してください。

はじめに

◦ ご使用の前に安全上のご注意と取扱説明をよくお読みのうえ、正しく安全にお使いください。
◦ 施工には電気工事士の資格が必要です。
◦ 本説明書は大切に保管してください。

お客様へ

◦ 施工前に安全上のご注意と施工説明をよくお読みのうえ、正しく施工してください。

施工店様へ

下記のご注意を守らずに発生した事故・故障について、弊社では責任を負いかねます。施工業者様および施主様にて十分にご注意の上、施工・
使用をお願いいたします。ご不明な点や異常が見られた場合は速やかに施工店または弊社サポートセンターへご連絡ください。

安全上のご注意

LEDチャンネル文字

無理な押し込み ボルトの締めすぎ 斜めの締め込み 正しい取り付け

品 名

警告 人身事故・重大事故を防ぐため必ず守ること 注意 製品損傷・故障・トラブルを防ぐため守ること



● ボルト出しの場合 ● ボルト出しナット止めの場合

取り付け方法

トランス（DC電源）と LEDチャンネル文字からのケーブルを指定の方法で接続します。
▪各配線を色分け通り接続してください。
▪配線距離は 1.5m～2.0m以内を厳守してください。
▪AC電源をトランスに直結しないよう厳重注意してください配線を壁裏に通し、無理
に押し込まないよう注意してください。

STEP5：配線接続

壁面に付属の原寸型紙を使い、正確に穴の位置を決定しマーキングします。
▪穴あけの位置に間違いがないか再度確認してください。
▪穴あけ後は粉塵を除去し、平滑な面に整えてください。

STEP3：下穴の準備

製品・付属品がすべて揃っているか確認してください。
▪チャンネル文字本体
▪取り付け用ボルト・ナット類
▪トランス（DC電源）
※不足がある場合は施工を中断し、当社までご連絡ください。

STEP1：内容物の確認

各文字の背面にボルトをしっかりと取り付けます。
▪締めすぎに注意してください（破損原因となります）。
▪取り付け後、ボルトが垂直であることを確認してください。

STEP2：ボルト取り付け

文字を壁面の下穴位置に慎重に挿入します。
▪配線を壁裏に通し、無理に押し込まないよう注意してください。
▪文字が壁面と平行であることを確認してください。

STEP4：LEDチャンネル文字の設置

LEDチャンネル文字

取付壁面はコンクリートを想定 取付壁面は軽量鉄骨を想定

ボンド
じゅう て ん

充填材

配線

LEDチャンネル文字

配線

ボルトナット



商品到着後に壁の裏側にアクセスできない場合は、あらかじめ先行配線を行う必要があります。電源の位置、ボルト位置を記した原寸図と配
線を工事スケジュールに合わせて事前にお送りしますので、図のように壁の内部に配線を準備しておいてください。製品が届き次第、壁表で
配線を接続し、壁裏側へ落とし込んでください。

先行配線が必要な場合

LEDチャンネル文字
取付面

トランス

※1.5m - 2.0m以内

※チャンネル文字かトランス（DC電源）までの配線距離が長くなりますと、電圧降下が発生し、正常な点灯に影響を及ぼす恐れがございます

商品到着後に壁の裏側にアクセスできる場合は、事前に配線を行う必要はありません。DC電源と製品から出ている各配線を色分けに従って
付属の端子に接続してください。

先行配線が不要な場合

LEDチャンネル文字
取付面

トランス

※1.5m - 2.0m以内



https://www.graphic-solutions.jp

株式会社 グラフィックソリューションズ
鹿児島県鹿児島市伊敷台2‐17‐1 深江ビル1F

製品に関するお問い合わせは弊社へ

土・日・祝日及び年末年始は除きます。
平日10：00‐17：00099-295-3444


